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事業者名 株式会社　佐藤林業

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

「山や自然への感謝」を基本理念として社会貢献を目指すとともに、地球の自然環境の保全を常に念頭に置いた企業
活動を実施します。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分野に該当する場
合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標と、現状の数値および更新時（3年
後）の数値目標を記載してください。（例：採用の人数：2023年○人→2026年○人）更新時には実績を報告する必要があります。

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な取組み」と「指標」
をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。

更新

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

環境
労働環境の整備、残業時間、有給休暇消化率の管理を
徹底し、従業員のワークバランスの充実を推進する。

有給休暇平均取得　2024年　10日⇒　2027年
13日以上

社会

経済

環境
適切に管理された国産材（特に県産材）の需要の創出に
力を注ぎ、JAS認定工場として良質の木材を提供する。

生産性　2024年　⇒　2027年　1割アップ社会

経済

環境
大切な資源を無駄にしないため「間伐材」を利用し、持
続可能な消費形態を確保する。

間伐材の仕入　2024年　⇒　2027年　1割アップ社会

経済

SGEC（森林認証制度：持続可能に管理された森林から伐採された木材であること証明される仕組み）の認証会議認
定事業者として、木材産業の発展並びに地球環境保全に貢献する。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

生産性2割アップ

前期のSDGsに関する重点的な取組み

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

前期の指標

前期の指標に対する実績

合法木材の国産材（特に県産材）で「持続可能な木製品」
を増やす活動。

生産性　2021年　⇒　2024年　1割アップ

2023年1月に大型製材機（ノーマンツイン）を導入し、
生産性は向上しました。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

2021年実施中　⇒　2024年　実施継続

前期の指標に対する実績

年齢性別を問わない人材募集（ダイバーシティの取り組
み）

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

高卒新入社員から中途採用まで、年齢性別を問わず人
材を募集し、採用しています。

三側面
（分野に☑）

定期的に“安全パトロール”を実施しています。各部門の
工場を3～4人で巡回し、危険個所等があれば改善する
するようにしています。

ヒューマンエラーの事故はあったものの、工場
設備の不備による事故は“0”だった。

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

高校新卒2名（男）、中途3名（男2名、女1名）を
採用

職場の環境整備で安全作業を目指す 工場災害“０”

経済

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）


